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概  要 

 

脱炭素化に向けて 2012 年度以降、太陽光パネルの導入が急速に進められ

た。太陽光パネルの耐用年数は 20 から 30 年とされ、2030 年代には廃太陽

光パネルの排出量が急激に増加することが予測され、再資源化が課題となって

いる。そこで、廃太陽光パネルの再資源化とれんがの新たな市場開拓を目的と

して、れんが坏土へ廃太陽光パネル由来のガラス粉末を添加し、焼成性状を試

験した。その結果、ガラス粉末 10ｗｔ％添加により焼成温度を 100℃低下さ

せる効果が認められた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

これまで廃太陽光パネルの再資源化技術は確立しておらず、れんがなどの窯

業製品への廃太陽光パネル由来ガラスの利用は、今後大量に発生する廃太陽光

パネルの再資源化技術として事業化が期待できる。 

本技術の 

有用性 

廃太陽光パネル由来ガラスの再資源化 

ガラス粉末 10wt%添加によるれんがの焼成温度の 100℃程度低下効果 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

焼成温度 無添加 添加 

1050℃   

1100℃   

1150℃   

適用可能製品 
れんが、粘土かわら、セラミックタイルなどの窯業製品 
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